
１．事業の成果

　2018年度の企画委員会は、協会の活動内容について審議しました（4回開催）。具体的
には、総会後の講演の内容、秋の講演会のテーマ・講演者等について、さらに、新規会員
の増強や、人生100年時代を見据えた100年委員会の設置・審議事項等について検討しまし
た。
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2018(平成30年）年度事業報告書

　　2018(平成30年)年4月1日から2019(平成31年)年3月31日まで

特定非営利活動法人大学経営協会

（１）本協会の活性化を図るための施策

（５）「高等教育の無償化の動向」「私立大学を巡る当面の課題」に関する講演会の開催

　2018年６月には、今後の大学経営や学生支援に大きな影響を与える「高等教育の無償
化」について、文部科学省および東京大学大学総合教育センターよりご講演をいただきま
した。また、2019年１月の新春講演会には「私立大学を巡る当面の課題」として、文部科
学省より講演をいただき、株式会社進研アドより「高大接続改革の現場から」の講演をい
ただきました。

（６）「100年委員会」の設置

　高等教育セクターは量的にも質的にも大きなリソースを有している中、人生100年時代
を迎え、経営戦略をどう考えるべきか、大学での学びはどうあるべきか、リカレント教育
をどう展開すべきかなど、様々な構想、アイディアを検討するための「100年委員会」を
設置し、2019年３月から活動を開始しました（委員12名）。

（２）新規団体会員の勧誘活動

　2018年度の新規の団体会員の勧誘につとめ、2018年度からの参加の学校法人５法人、企
業会員４社が入会しました。また2019年度より団体会員として参加いただける学校法人２
法人、企業会員１社が入会予定です。

（３）ガバナンス委員会の活動

① 2017年度は「私立大学のガバナンス改革について　- 理事長・学長・理事・評議員・
監事の選任コード - 」を取りまとめ、公表しました。2018年度は「教員評価と処遇につ
いて」議論を重ね、事例として、岐阜大学および金沢大学における教員評価と処遇につい
ての事例発表を頂きました。また、労働法から見た教員評価について、佐藤真太郎弁護士
より発表頂きました。

② 自民党行政改革推進本部にて北城恪太郎ガバナンス委員会委員長より「世界TOP10以内
を目指す国立大学改革」の講演を行いました。

（４）財務委員会の活動

　大学経営を巡る環境がますます厳しくなる中で、財政基盤の多元化等について調査や情
報収集等を行い、会員大学・企業等を始め大学、関係機関等に提言や情報提供を行うため
2017年度に財務委員会を設置しました。財務委員会では、2018年６月に「第７回資産運用
状況調査を実施し、その調査結果と資産運用を有効に活用するための「資産運用の管理体
制のあり方について」審議してきました。11月には講演会を開催し、資産運用における管
理体制についての中間報告を行い、学習院大学松元暢子教授の基調講演「非営利組織にお
ける資産運用ルール」及びパネルディスカッションを開催しました。
　2019年１月の新春講演会にて「資産運用における管理体制等について」(審議のまと
め）を発表しました。
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２．事業の実施に関する事項

（特定非営利活動に係る事業）

パネルディスカッ
ション・講演会・
懇談会開催

3回
日本プレスセ
ンタービル他

375名

会員及び高
等教育に関
心を持つ大
学・企業

合　　　計 4,003

大学関係者
及び当協会
会員

841

財務委員会 3回
日本プレスセ
ンタービル

50名
大学関係者
及び当協会
会員

2018年6
月～12
月

大学等経営改
善支援事業

100年委員会 1回
日本プレスセ
ンタービル

12名

会員及び高
等教育に関
心を持つ一
般市民、団
体・企業

日本プレスセ
ンタービル

109名
大学関係者
及び当協会
会員

上記調査の回収及
び集計結果報告の
作成・送付

3,162

事業名 内容 実施日等 実施場所
従業者
の人数

受益対象者の
範囲及び人数

支出額
（千円）

ホームページによ
る広報、資料の購
入・配布

随時 法人の事務所 3名

全国国公私立
大学法人

204法人

大学関係者
及び当協会
会員

情報収集
・普及事業

大学の資産運用状
況に関する調査

621法人

ガバナンス委員会 3回
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